
  









救急救命士用インストラクション 

頚椎固定について訓練されたプロの救急隊員のみがEjectについての学習と訓練を行った上

で Eject を作動させてください。 

もしも頭自体の怪我が疑われる場合や、砂利、ガラス、その他の異物がヘルメット内に入り

込んでいる場合は Eject を作動させないでください。 

1. まず Eject システムが要救助者のヘルメットに設置されているか確認してください。

「Eject 設置済みステッカー」と空気袋につながるチューブがヘルメットの底部にない

か探し、以下のインストラクションに従ってください。 

 

 

 

2. Eject 空気袋を要救助者のヘルメットに挿入する前に、ヘルメットに要救助者の頭

を負傷させるような構造的なダメージや穴が開いていないかを調べてください。もしも

頭に怪我を負っている可能性が高い場合や砂利、ガラス、その他の異物がヘルメット内

に入り込んでいる場合は Eject システムを作動させないでください。 

Eject を挿入し作動させる 

 

3. もしも要救助者がメガネやゴーグルをはめている場合、慎重に取り外してくださ

い。 

4. ヘルメットのチンストラップを解くか切ってください。 

5. Eject 救急救命士用挿入ツールをヘルメットの外側、アイポート上部の真ん中に置

ヘルメットに Eject システムを設置してレースや大会に出場する場合、事前に大会主催者などと打

ち合わせて Eject を作動できる人員を備えておくようにしてください。 

また、このインストラクションを当日会場にいる家族、友人などに渡し、もしもの場合に救急救命

士や緊急対応要員にこのインストラクションが手渡されるようにしておいてください。 

もしもチューブが見つからず、Eject

が事前に設置されていない場合 



き、そこから要救助者の頭部天辺までの距離を測ってください。 

 

 

6. チンガードなど取り外せるものを慎重に取り外し、ヘルメットと要救助者の頭の

間に隙間を作り、ヘルメットの重量を少しでも軽くします。そうすることによって Eject

ツールを挿入する隙間をつくります。 

7. Eject 挿入ツールをヘルメットのアイポート、要救助者の額部分から押入れ、頭の

天辺に行くまで挿入します。 

 

 

8. 白い挿入ツールをスライドさせてヘルメットから引き抜きます。あとは Eject がす

でに設置されていた場合と同じように処理します。 

 

 

 

2. ヘルメットに要救助者の頭を負傷させるような構造的なダメージや穴が開いていな

いかを調べてください。もしも頭に怪我を負っている可能性が高い場合や砂利、ガラス、

その他の異物がヘルメット内に入り込んでいる場合は Eject システムを作動させないで

ください。 

チューブを発見し、Eject が事前に 

設置されていることがわかった場合 



 

3. Eject を膨らませる前に、ヘルメットのチンストラップを解くか切ってください。 

 

 
4. 空気袋のコネクターにバルブか Co2 ポンプをつないでください。（Co2 ポンプは救

急救命士専用です。）つないだら空気袋を膨らませてください。 

 

 

5. ヘルメットが要救助者の鼻を通り過ぎるように優しく手を添えて誘導してください。

ヘルメットを外している間はずっと要救助者の気道を確保するよう頚椎を支えてくだ

さい。  



WARNING 

モータースポーツやレースは危険を伴うものです。これらの競技への参加者は脳、頭、

や首の負傷、およびそれに付随する後遺症や死に対するリスクを負うことになります。 

競技へ参加する場合、その危険に注意を払い、セーフティギアを正しく使用してくださ

い。Eject™を使用したとしても、上記の危険を完全に回避したり危険を取り除くことは

できないことをあらかじめご了承ください。 

 

免責事項 

Shock Doctor, Simpson Performance, Inc.、Norix Projects Corp., およびトレーダーハウ

ス株式会社はいかなる場合であっても SIMPSON製品の販売、導入、使用、使用不能、

または使用の結果に起因する直接的損害、間接的損害、特別損害、付随的損害、派生

的損害、懲罰的損害、またはその他の損害（人命および体の損失含む）に対してその

責任を一切負いません。 

Simpson Performance, Inc.の製品は 使用する前に毎回必ず使用者がその損傷、欠陥、

磨耗などの具合、程度などを確認することとします。製造者の製品使用、修理、交

換、改良に関する基準からの逸脱は未必の故意に相当します。 

Simpson Performance, Inc.の製品の導入は車両やその他の安全装置、製造品など（以

下、その他の製造品）に悪影響を及ぼす可能性があります。適切、不適切に関わらず

SIMPSON製品の使用によって引き起こされたその他の製造品の故障、損傷、またそれ

に起因する身体的傷害などいかなる損害に対して Simpson Performance, Inc.、Norix 

Projects Corp.、およびトレーダーハウス株式会社は一切責任を負いません。 

Simpson Performance, Inc.、Norix Projects Corp., トレーダーハウス株式会社はこのイ

ンストラクションマニュアル内の誤字、脱字、略図、写真、説明図、文書の責任を負

いません。 

この製品を購入することにより使用者は、この免責条項の一部が現在または未来にお

いて法的に無効、履行不能とみなされた場合、その他の条項は無効、履行不能条項に

なんら影響されることなく完全に有効であるものとすることともに、当該無効、履行

不能の条項を当初の意図を達成しうる有効で履行可能な条項に自動的に置き換えるも

のとすることに同意したとみなされます。 

 


